
（別紙３）

～ 令和7年4月28日

（対象者数） 1 （回答者数）
1

～ 令和7年4月28日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

参加へ前向きに出来るような声掛けや内容を取り入れる。

2

ご家族が行っている運動や遊びを共有しサービスに反映させ

る。

3

点数や回答時間などの記録は行っていないので記録ができれ

ばさらによいと感じる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ハード面の改善は難しいので、機能訓練室や職員とのふれあ

いなどで対策していく。

2

外での活動なども視野に入れて、活動量を増加させていく対

策をしていく。

3

高齢者施設（通所介護）ということで、こども達と高齢者との

ふれあい。

調理レクや行事、外出イベントなども一緒に行うことで、自然

と触れ合える時間を持たせる。

充実した機能訓練室で安全に運動をすることができる。 運動を嫌がる傾向にあるので、運動するときは、遊びの要素を

盛り込んでいる。

脳トレーニングなどの学習療法の充実。 毎日、A4プリント8枚の脳トレーニングを実施している。計算

問題だけでなく、図解などもあり幅広い問題を提供できてい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

高齢者施設ということで、こども達が十分に活動するスペース

がない

歩行不安定な高齢者が歩行しているので、元気があるこども達

への注意喚起が多くなっている。

こども達よりは、高齢者を中心とした内容になっている。 高齢者中心のイベントや運動になるので、運動量など物足りな

いことがでてくる可能性がある。

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 介護支援センターながさき　デイサービス・ステーションやよい

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


